
令和６年度 岩手県立大迫高等学校経営計画 

 

 

１ 校訓・教育目標 
【校  訓】相尚以道（相尊ぶに道をもってす） 

【教育目標】地域の文化と伝統を尊重し、社会の発展に貢献する知・徳・体の調和のと

れた人材育成 

２ 
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(1)育成を目指す資質・能

力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

・他者と協働しながら、地域の課題を見出し、解決する力を育成します。 

・個々の特性を理解して、自己実現する力を育成します。 

(2)教育課程の編成及び

実施に関する方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

・進路希望（進学・就職）の実現のため、普通教科を中心とした基礎基本の定着を重視

した学習活動を行います。 

・幅広い選択科目を設定し、進路希望達成のための学習活動を行います。 

・地域産業「ぶどうづくり」について、地元農家や地元企業、地域行政と連携し、体験

活動を通して地域社会に必要な人材となるための取り組みを行います。 

・地元の伝統芸能「早池峰神楽」や昔話の語り部体験、地域活性化のためプロジェクト

活動を通して、郷土に誇りと愛着を持つ心を育む学習活動を行います。 

(3)入学者の受け入れに

関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

・自然豊かで静かな環境の中で、自分を成長させたい。 

・他者と共に高校生活を送り、他者を尊重したい。 

・自らの強みを更に高めたい。 

・地域の文化・産業の理解を深め、地域を支える人材になりたい。 

３ 魅力化協働パートナー 

花巻市、大迫体育協会、大迫地区ｺﾐｭﾆﾃｨ振興会、内川目ｺﾐｭﾆﾃｨ会議、外川目地区ｺﾐｭﾆﾃｨ

会議、亀ヶ森地区ｺﾐｭﾆﾃｨ会議、大迫山岳会、株式会社ｴｰﾃﾞﾙﾜｲﾝ、商工会議所大迫支所、

大迫町・ﾍﾞﾙﾝﾄﾞﾙﾌ市友好会、同窓会、大償神楽保存会、たんぽぽの会、魅力化ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ

ｰ 

４ 

目
指
す
学
校
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(1) 今年度の重点目標 

重点目標 達成指標 

ア 授業の充実と確かな学力の育成 ・授業が丁寧で分かりやすく、力がつくと答

えた生徒の割合（90％以上） 

イ キャリア教育の推進 ・進路指導は、個々の特性を理解し、進路選

択に役立つと答えた生徒の割合。（80％以

上） 

ウ 豊かな心と健やかな体を育む教育の

推進 

・基本的生活習慣を身につける指導を行っ

ていると回答した生徒の割合（90％以上） 

エ 学校いじめ対策組織の取組を中核と

したいじめ防止 

・いじめの早期発見、いじめ防止指導を積極

的に行っていると答えた生徒と教職員の

割合の差（10％未満） 

 

オ 家庭・地域・関係機関との協働による

学校経営の推進 

・地域と協働した活動について情報発信す

る。Note 投稿回数（＃協働 月平均 3 回

以上）  

カ 生徒を個人として尊重し、組織とし
て不適切な指導を根絶する体制の構築 

・安心して生き生きと学校生活をおくるこ

とができると答えた生徒の割合（80％以

上） 

 

(2) 取組方針 

ア 授業の充実と確かな学力の育成 
(ｱ)楽しくわかる授業のための授業改善の推進と主体的・対話的で深い学びの視点に基

づいた授業改善の推進（「ICT 活用授業」を含む） 
(ｲ)授業と連動した計画的な学習課題の提示による家庭学習の習慣化（「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ活用」

を含む） 
(ｳ)進路目標達成に向けた朝学習の充実 

(ｴ)支援を必要とする生徒への個に応じたきめ細やかな指導の充実（「通級による指導」

を含む） 

イ キャリア教育の推進 
(ｱ)学校設定教科「キャリア形成」を生かした計画的な取組（「通級による指導」を含む） 
(ｲ)生徒一人ひとりの適切な進路指導の推進（「通級による指導」を含む） 
(ｳ)進学希望者への個別対応（天神塾・「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ活用」含） 

(ｴ)オーストリア国ベルンドルフ市との交流の活性化（グローバル人材の育成）  



ウ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 
(ｱ)基本的生活習慣の確立（生活の自立を促す取組） 
(ｲ)主体的な生徒会活動と委員会活動の支援（大迫地区活性化を目指したプロジェクト

参画） 
(ｳ)「いわて復興教育」の推進 
 

エ 生徒の「居場所づくり」と「絆づくり」の推進（いじめ未然防止） 
(ｱ)集団生活上の規律を明確にし、生徒間および教員と生徒間の信頼関係の構築 
(ｲ)生徒が学習上の達成感や成就感を味わうことができる楽しくわかる授業の実践 

(ｳ)生徒一人ひとりが活躍し、お互いが認め合うことができる場の提供 

オ 家庭・地域・関係機関との協働による学校経営の推進 
(ｱ)開かれた学校づくりと地域活性化のためのプロジェクト参加 
(ｲ)学校行事における保護者との連携 
(ｳ)ボランティア活動における地域との連携（神楽の日､ぶどう作り､クロスカントリー

大会､宿場の雛祭り、地域活性化のためのプロジェクト参加 等） 
(ｴ)学習活動・部活動における地域や関係機関との連携（魅力化協働パートナー、魅力

化コーディネータとの連携） 
(ｵ)学校評価・授業評価の実施と PTA 総会や Web ページ等での評価結果の公表 

(ｶ)県教委・市教委・花巻市等行政との連携 

カ 生徒を個人として尊重し、組織として不適切な指導を根絶する体制の構築 
(ｱ) 自分だけの知識・経験測に頼らない、時代に合わせた考え方を学ぶ機会の設定 
(ｲ) 全職員で生徒への対応を行い、教職員間における情報共有のための自発的な発信 
(ｳ) 相談体制の構築（第三者的立場の意見の取り入れ・チームで考える） 
(ｴ) 管理職による職員一人ひとりの指導力の向上への支援 

 
 


